










彼女の名はエイミー

私の付けた名前

二つの小さな願い事と

一つの大きな悲しい約束

ねえエイミー、楽しく笑っているかしら？

私はいつも笑っているわ

真実を見つめぬ人間の生き様を









Her name is Eimee

That is the name that I gave her

Two small wishes and

One large, sad promise

Dear Eimee, are you laughing joyfully?

I am always laughing

At the way some people live, with a blind eye to the truth
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 本書には著者である臼田栄子の感動的な体験が詩
の形で表現されている。栄子はコルカタで一人の少女
と出会う機会を得て、その少女にエイミーという新た
な名前を与え交流を深め、彼女と共に質の高い時間を
過ごす。本書の前半に配置された5編の独立した詩に描
写されている真の交友、優しさ、思いやり、そして生
きる意味は、この体験から影響を受けた栄子の思考を
反映したものだと思われる。私は読者に好評であった
栄子の前詩集『ゴムの木 ― 愛の形、そして透明へ』
の監修を行ったことを通し、その内容が人道的で意義
深いものであることを見出した。それにより、本作で
はより幅広い読者層のために、英語訳に加え、ヒンデ
ィー語による日本語原文内容の再現を収録することを
決意した。

インド文化協会、インド側会長
アショクチャウラ

監修者による序文
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FOREWORD BY REVIEWER

 This book renders touching experience of the author 
Eiko Usuda in poetic style. Eiko meets a small girl 
by chance in Kolkata, gives her a new name Eimee, 
interacts with her and spends some quality time with her. 
True acquaintance, kindness, compassion and meaning 
of life as depicted in the proceeding five independent 
poems in the book appear to be the reflection of Eiko’s 
mind influenced by this experience. Having reviewed 
Eiko’s earlier collection “The Rubber Trees – The Shape 
of Affection, Moving Toward Clarity”, which was well 
accepted by the readers, I found the content humane 
and substantive. It was, thus, decided to include parallel 
Hindi reproduction of the original Japanese content in 
addition to English for a wider readership. 

Ashok K. Chawla
India-side President

Indian Cultural Study Association
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 あるとき私は考えた。人間の運命というものにつ
いて。それは、どこで生まれ、どこで育ち、どのよう
に生きるかにより大きく変わる。強者はおごり高ぶ
り、弱者はいつも怯えながら暮らしている。そして、
どちらにせよ、同じく人間は自身に課せられた重さに
よって押し潰されてしまう。それは、視野の狭さによ
って、どう考えるかによって、そしてどう生きるかに
よって。

 何が正しいかなどわからない。何が間違いとも言
い切れない。

 私は仕事の面で恵まれ、世界中を飛び回り、様々
な出会いによって多くの友人達に助けられ、大きな出
来事も小さく感じられる、そんな視野の広さを育ん
だ。私は日本という国で生まれ育ち、さらに中東諸国
においては、王族や大富豪が過ごす煌びやかな生活を
も体験した。

 様々な人々に出会い、どのような生活を送ったと
しても、私の本来の信念は変わらない。通り過ぎるだ
けの人々であっても、どんなときにも、どんな日に
も、笑顔で接する人間でありたい。そのような考えが
逆に強まった。どんな国でも、どんな場所で出会った
人々でも、それぞれが抱える重さを少しでも軽くして
あげられる、そんな人間でありたい。たとえそれが、
運命という名の想像もつかない重さだったとしても。

序文
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 そして、世界が西暦2000年のミレニアムを迎えた
ある日、私はインドのコルカタで一人の少女と出会っ
た。その出会いは運命によって引き寄せられたかのよ
うであり、私がコルカタに滞在した際には常に彼女と
共に過ごした。彼女の存在は良き友の一人として、未
だ私の心に大きく深く刻まれている。彼女が最後に残
してくれた優しい言葉は、友人という枠を超えて、私
に本当の愛を与えてくれた。

 本書に収められている『銀世界のエイミー』は、
そんな愛しい少女と過ごした時間をまとめた物語を詩
にしたものであり、他にそれと相補的な詩が5編収録さ
れている。本書を通じて、私が出会った天使のような
少女の存在を多くの方々に知ってもらうと共に、人間
の運命や優しさというものについて、個々が深く考え
るきっかけとなることを祈っている。
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ある出会いが人生を変えることがある

悪しき出会いと良き出会い

悪しき出会いに惑わされず

良き出会いを友と出来るかは

あなたの持つ心次第

かつての賢者達はこのように言った

良き友を真実の友とすることは

人間の人生のすべてであると

なぜなら真実の友は

あなたを正しき道へと導いていくから

そして真実の友を得るためには

あなた自身も真実の友でならなくてはならない

ある女の子との出会いは

未だ私の心に不変な潤いを与える聖なる水

誰しもが目をそらし

通り過ぎるようなその場所で

私は真実の友を見つけた

そう一瞬にして永遠の友を

序
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失われた理想の大地は

このまま失われたままなのだろうか

この地上は誰のものでもないというのに

奪い合う人々、争い合う人々は

すべてを手にしたところで

虚しい心を鎮めることができるのだろうか

愛し愛されることも知らずに

だから私は詩を書き続ける

優しき心を絶やさぬために

希望は道なき道を進み

絶望は作られた道を振り返る

時間をかけた絶望は

人が生きる意味を問いかける

深い苦しみは、やがて温かく

優しい出来事を作るため

失われた心
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そんなに急ぎ足でどこへ向かうの

あなたの足元を

こんなに照らしているのに

わたしの存在さえ気付かず

道端の草花を踏みつけてまで

向かうべき場所があるならば

あなたにとって世界は暗闇の中

月明かりの奇麗な夜に空を見上げ

ゆっくりゆっくりと歩きながら

爽やかなそよ風に耳を傾け

わたしに語りかけてみて

本当はどこへ向かうべきなのか

あなたは気付くはずだから

月明かり
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時計の針が時を刻む

薄暗い病院の一室の中で

何の心の準備もないままに

若くして病に倒れた父と二人きり

時計の針の音だけが

チクタクチクタクと無機質な音をたてる

まだもの心つかぬ子供には

父親の死を悲しむことさえできず

言葉にならぬ寂しさを乗せるように

ただ一人裏山の頂上からシャボン玉を吹いた

「絶望の中でも笑顔を絶やさず

失意の日にも他人を責めず

お前がお前らしくあるような

優しい人間になりなさい」

吹いては美しく風に踊り

高く舞い上がったシャボン玉は

天に向かってはかなく消えた

時
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幼き頃の思い出

まだ辺りは暗く人影もない

夜明け前の午前4時半

こっそり一人表に出ると

一面の雪景色が遠くまで広がり

誰の足跡もない粉雪を踏みしめ

冷たくも暖かい雪の上に体を横たえると

何ともいえぬ幸福感に包まれた

ふと空を見上げると

雄大な羽をはばたかせたペガサスや

虹色の孔雀が優雅に通り過ぎていく

そんな神々しい姿を眺めているのが好きだった

心が生んだ幻のように思える

あのとき見た銀色に光る幻想的な雪の魔法は

今でも大人になった私の道を

予言していたかのように照らしている

雪の魔法





銀世界のエイミー
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ミレニアムを一人で過ごそうと思い

コルカタを選んだ

なぜコルカタを選んだのか

私にもわからない

きっと一番静かに過ごせると思ったのだろう

街の景色はけして美しいとは言えず

ガンジス河の臭いと埃が鼻につく

すれ違う人々の瞳には輝きもなく挨拶もない

私の存在さえ忘れられたかのような空間が

逆にとても心地良く感じられた

インドに滞在した際には

孤児院を訪問するのが常であり

いつものようにコルカタでも

いくつかの施設を訪問していた

そんなある日

街を歩いていた道すがら

トントンという音がどこかから聞こえてくる

ふいに横を見ると

第一部：コルカタでの出会い
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見落としていた小さな施設の中で

小さな女の子が窓ガラスを叩いていた

私はその女の子に近づき

「私を呼んでいるの？」と尋ねると

彼女は少しはにかみながら

笑顔でこくりと頭を下げた

私は彼女の名前を知ろうと

「お名前は？」と聞いても一向に返事がない

しばらくすると女の子は寂しそうに

「わたしの名前が嫌いなの」と答えた

続けて私は話しかけた

「私はエイコ、日本から来たの

なぜ自分の名前が嫌いなの？」

それでも彼女は答えなかった

「そう、じゃあ私があなたに名前を付けてあげる

私の名前はエイコだから

エイを取ってエイミーはどうかしら？」

悲しげな顔をした女の子は

とても可愛らしい笑顔を浮かべ

はしゃぎながら言った

「今日からわたしの名前はエイミー

わたしはエイミー」
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なぜかしらエイミーにはどんどんと心が惹かれていき

コルカタに滞在中はほとんどの時間を彼女と過ごした

エイミーは他の女の子とは違い

遊ぶことよりも色々な話を聞きたがった

特に私の故郷の雪の話が大好きで

毎日必ず雪の話をしていた

私は心に決めていた

エイミーを必ず私の故郷に連れて行き

雪を見せ楽しく過ごそうと

三週間の滞在も終わりに近づくと

エイミーは二つの小さなお願いをしてきた

一つ目は施設を抜け出して街並みが見たいということ

二つ目は私の泊まっているホテルへ行きたいということ

そんな小さな願い事だった

私はすぐに施設の先生に頼み一日だけ時間をもらった



32

私がプレゼントした白く可愛いドレスを着たエイミー

それはまるで天使のようだった

私の付き人だってさぞ鼻が高かったことでしょう

少し街を歩いた後

危ないということで車に乗って街を巡った

車に乗っている間も

エイミーは瞳に焼き付けるように

色々な街並みを見ていた

私達を乗せた車がホテルに着くと

エイミーはその豪華さに驚き少し戸惑った

しかし私は何の心配もしていなかった

「エイミー大丈夫よ

あなたは誰にも負けない素敵なレディーだから

さあ行きましょう」

ホテルの入り口のドアが開いたとたん

やはりホテルマンが話しかけてきた

エイミーの手に汗がにじみ緊張感が伝わってきた

私はホテルマンにエイミーを紹介した

「私の可愛い天使の友人で、エイミーっていうの

第二部：エイミーの横顔
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よろしくね」と言うと

「はい、エイミーです、よろしく」

と続けて笑顔で応えた

やはりエイミーはどこか気品のある女の子だった

たちまちエイミーはホテル中の人気者となり

ホテルマンに色々な場所を案内してもらったり

特別に楽しい食事もできた

でも食事はやはりインド料理にするべきだったわ

気取ってフランス料理なんかを選んだものだから

エイミーは食べ方がわからない料理に悪戦苦闘して

ついにはムール貝が隣の席まで飛んで行き

少し髪の毛が薄くなった紳士の頭の上に

リボンのように飾られてしまったわね

私達は思わず謝る前に笑ってしまったわよね

つられてその紳士だけではなく

食事をしているすべての人たちが笑っていたわ

エイミーがあんなに笑った顔は初めて見たわよ

賑やかな食事を終え

ホテルの目の前にある動物園に向かう途中

エイミーは道端に生えた木の枝から葉を取り

ペンで書いた100ルピーを作り

少し恥ずかしそうに私に手渡した

それがチップのつもりであったのか

ドレスや食事へのお礼だったのかはわからないが
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その愛らしい姿と手作りの紙幣は

優雅で確かなエイミーからの贈り物だった

そして動物園に行った帰り道

疲れたエイミーを背負い歩いていると

私の背中を抱きしめながらエイミーは尋ねた

「わたしはずっと施設の窓辺から外を眺めていたけれど

行き過ぎる人々はわたし達のことを

汚いものを見るかのような眼をしていたわ

エイコ、なぜあなたはわたしに

こんなに優しくしてくれるの？」

だから私は答えた

「あなたに優しくするのは人間として当然のことよ

あなた達を蔑むような眼を持つ人々は

少しだけ頭の良いお猿さんのようなものよ

本当は助け合える生き物なのに

神様はこんな世の中になるとは思わなかったでしょうね」

続けてエイミーは寂しそうに呟いた

「温かいね、このまま時間が止まれば良いのに

もし一つだけ願いが叶うなら

いつかわたしのことを本に書いて

そうすればわたしは忘れられることなく

世界中を飛び回ることが出来るから」
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エイミー、あなたは知っていたのね

残された時間が少ないということを

私があなたを背負ったのは

自然と溢れ出してしまいそうな涙を

見られたくなかったから

私は自分の無力さに絶望していた

エイミーはどうにもならない不治の病に侵されていた

これからどのくらいの思い出を作っていけるのだろうか

そんなことを考えながら私は歩いていた

エイミーから伝わる背中の温もりを感じながら

しかしこれが私とエイミーとの

最後の楽しい思い出となった
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それから帰国して数ヶ月が経った頃

施設の先生から連絡をもらった

エイミーの容体があまり良くないという報告だった

私は急遽コルカタへと向かった

ベッドの上で寝ていたエイミーは

細く小さく横たわっていた

私はエイミーを抱き上げ

「約束通り帰ってきたわよ」と言うと

「必ず来てくれると信じて待っていたの

またあの白いドレスを着せて

あの雪の話を聞かせて」

とエイミーはお願いした

エイミー、私があなたと同じ６歳の頃

あなたと出会ったときと同じように

外を吹く風が窓を叩いて私を呼んだの

吹雪の後の新雪は

月明かりに照らされ

きらきらと青く銀色に輝いていた

第三部：銀世界への旅立ち
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あんな神秘的な雪景色を見たのは初めてだった

その後に始まる風と雪の幻影がなぜか想像できた

急に風が強く吹き始め

私は息を呑んだ

表面に降り積もった新しい粉雪はきらきらと舞い上がり

まるで天に向かって走る馬

天馬の姿を形作り

そしてそのまま大空へ遠く高く飛び去っていった

 エイミー、お迎えが来たわ

銀色に輝く雪の天馬が見えるでしょう？

あなたとの悲しい最後のお別れ

あなたの夢見た雪の銀世界

幼き頃に見たあの天馬は

あなたのためだったのだと今はわかるわ

さあその天馬に乗って頂戴

この世に生まれた苦しみを忘れ

すべてを感じすべてを見渡すことができるから

さよならは言わないわ

だってあなたはとても幸せそうな

笑顔をしているのだもの

「エイコ、たった一人のわたしの家族

わたしは昔の名前が大嫌いだった

番号のように付けられた名前だったから
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でも今はエイコが名前を付けてくれた

エイコがこれから幸せであるために

エイコの抱えた悲しみを

わたしが全部運んで行ってあげる

わたしの名前はエイミー

ママ、ありがとう」

そしてエイミーは私の腕の中で

雪のように消えていった

 最愛なる天使、最愛なる私の娘

ただ一人私の悲しみを打ち明けることができた

最愛なる真実の友

また必ずどこかで会いましょう

でもこんな世の中に

再びあなたが降りてくる必要などないわ

あなたとの大きな約束を果たしたら

いつか私からあなたに会いに行くから

そのときに話し合いましょう

この世の中が本当はどのようにあるべきなのか

エイミー、これだけは伝えておくわ

たとえ長く生きたとしても

生かされる意味を知らなければ何の価値もないの

ことごとく人の心は季節のように移ろい

たとえ心の重さを軽くしてあげたとしても

時が過ぎれば忘れられてしまうもの
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それでも私を必要としている人がいるから

まだ私の仕事が終わることはない

ビルの隙間を通る風が楽しいリズムに聞こえ

地べたを這いずり回る微かな欲望の音も自在に聞き分け

すべての醜い雑音が心地よく感じられるようになったら

私の勝利の音を天高く鳴らすわ

それが優しい真実の音

誰にも言えぬ苦しみが

記憶の奥底で軋む孤独で悲しい夜に

トントンと心の窓を叩く音が聞こえたら

勇気を出してその窓を開けてみて

姿を隠した真実の友が

あなたを待っているから

彼女の名はエイミー

私の付けた名前
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EIMEE OF THE SILVER WORLD
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FOREWORD

 One day, something about human destiny occurred 
to me. That it is largely dependent upon where we are 
born, how we are raised, and how we live. The strong are 
arrogant and contemptuous, and the weak live cowering 
in fear. And in either case, all humans are crushed by the 
heavy load that is imposed upon them. This depends on 
how narrow their minds are, their way of thinking, and 
their way of living.

 It is not for me to say what is correct. Nor for me to 
declare what is wrong.

 Myself, I was very fortunate in my career. I had the 
opportunity to travel the world over, meet countless 
people, and gain the support of many friends. I was 
able to cultivate a broad outlook that made even large 
incidents feel small. I was born and raised in Japan, and I 
have also experienced the glamorous life reserved for the 
extremely wealthy and royalty in the Middle East.

 No matter how many people I meet and whatever 
kind of life I lead, my essential beliefs never change. I 
hope to be someone who can greet others, whenever, on 
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whatever kind of day, with a smile—even people who are 
merely passing by. I am growing increasingly convinced 
of this. My hope is to help lighten the load of the people 
I meet in any country, any place, even if only just a little 
bit. That is the kind of person I wish to be. Even if that 
load is of the unfathomable weight called fate.

 And then one day, shortly after the dawn of the new 
millennium in 2000, I met a young girl in Kolkata, India. 
It was as if fate had brought us together, and I proceeded 
to spend all my time in Kolkata with her. Her existence 
as a dear friend is still etched deep within my heart. The 
kind words she spoke to me in the end takes us beyond 
the bounds of friendship—they gave me the gift of the 
truest kind of love.

 The work Eimee of the Silver World tells a poetic story 
based on the time I spent with this lovely young girl. 
Along with the title poem, there are five complementary 
poems. My hope for this book is not only that it spreads 
the word about the existence of this angelic young girl 
I met, but I also pray that it provides an opportunity 
for everyone who reads it to think deeply about human 
kindness and fate.
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PRELUDE

Certain encounters can change your life
Bad encounters and good encounters

Whether you can turn a good encounter into a friend
Instead of being misled by bad encounters

Depends upon your heart

Wise people said this, long ago—
To turn a good friend into a true friend

That is everything for humans in this life
Because a true friend

Will bring you to the true path
And to make a true friend

You yourself must be a true friend

My encounter with a particular girl
Is a holy water that forever nourishes my heart

In that place where people pass by
Averting their eyes

I found a true friend
Yes, in an instant I found an eternal friend
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A LOST HEART

Has this lost, ideal land
Been lost forever like this

Even though this world belongs to no one

Those who take and fight over things
When they have finally gotten it all

Are they able to calm their empty hearts
Without knowing how to love and be loved

This is why I continue to write poems
To keep alive the kindness of the heart

Hope travels along the path where there is no path
Despair looks backwards upon the created path

Despair over time
Asks what it means for people to live

Deep suffering gradually warms
In order to create a gentle event
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MOONLIGHT

Where are you going with such hurried steps
Even though I shine so much light on your feet

You don’t even notice my existence
If there is some destination you have

That makes you trample the plants at the edge of the path
The world, to you, might be in complete darkness

Look up at the sky on a beautiful moonlit night
Walk very very slowly

Listen to the cool, gentle breeze
And try to talk to me—

You just might realize
Where you really should be headed
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TIME

The hands of the clock mark the time
In a dimly lit hospital room

I am not emotionally prepared
To be alone with my young father who has fallen ill

The only the sound is the hands of the clock
Tick, tock, tick, tock—it is a cold, mechanical sound

A child who does not understand too much
Is unable to mourn the death of her father

She placed this inarticulate sadness upon the soap bubbles
Blown from atop the hill out back, all alone

“Keep smiling in the midst of despair
Do not blame others in the face of adversity

Become a kind human being
So that you can be most like yourself.”

These bubbles that danced beautifully in the wind
Floating up high

Disappeared, headed for heaven



81

THE MAGIC OF SNOW

A memory from my younger days
It was dark and there was no one around

4:30 in the morning, before dawn
I snuck outside by myself

The snow had covered everything far and wide
I walked atop the untouched powdery snow

And when I lay down upon the snow that was cold, but warm
I felt surrounded by an unspeakable happiness

When I glanced up at the billows above
There was Pegasus, giant wings spread, flapping
A rainbow-colored peacock elegantly passing by

I loved to watch their divine forms

I think they are mirages born of the heart
That the shimmering silver fantastical magic of snow that  

I saw back then was
Casting light upon my path—

As if forecasting my way now, as an adult





EIMEE OF THE SILVER WORLD
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Looking to be alone to welcome the new millennium
I chose Kolkata

I do not know myself
Why I chose Kolkata

I probably thought that I could find some peace and quiet there

The city was anything but beautiful
The smell of the Ganges, and the dust, were hard on my nose
There were no greetings, no sparkle in the eyes of passersby

This place seemed to obliterate my very existence
Which actually felt quite comfortable

It was my routine to visit orphanages
Whenever I went to India

And so I was visiting several places
This time in Kolkata

Then one day
As I was walking down the street

I heard a knocking sound coming from somewhere
I turned and looked to the side

And in a small building I had overlooked
A young girl was tapping on the window

PART 1
ENCOUNTER IN KOLKATA
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I approached the girl and asked,
“Are you calling out to me?”
And with a shy, slight smile,

She gave a small nod.

“What’s your name?” I asked
But received no reply

After a while, she replied sadly,
“I don’t like my name.”

I continued to talk to her,
“My name is Eiko, I come from Japan

Why don’t you like your name?”
But still she did not reply

“Okay, then I will give you a name
My name is Eiko, so let’s use the ‘Ei’

How about Eimee?”

A delighted smile came upon the face
Of the sad-looking girl

And she started to say, joyfully,
“From today, my name is Eimee.

I’m Eimee.”

For some reason I was increasingly drawn to Eimee
And spent most of my time in Kolkata with her

Eimee was different from other girls
Instead of playing, she wanted to hear all kinds of stories

Especially stories about snow, back where I am from
Every day I told her stories about snow
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I had promised myself
That one day I would take Eimee to my home

Show her the snow, and have a good time together

As my three-week stay was coming to a close
Eimee had two small things she wished of me

One was that she wanted to leave the orphanage  
and take a look at the city

The second was that she wanted to go to the hotel  
where I was staying

These were her small wishes
I went right away to ask the director of the orphanage  

if I could spend a day with Eimee
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Eimee put on the pretty white dress I brought her
She looked just like an angel in it

She must have been proud to be my companion
We walked around the city, but after a while

Because it was dangerous, we went around in a car
Even in the car

She stared at the city as if to burn the images into her eyes

When our car arrived at the hotel
Eimee was surprised, bewildered by how grand it was

But I was not worried at all
“It’s okay, Eimee

You are a beautiful lady, no one is better than you
Now let us go in”

As soon as the entrance to the hotel was opened
The man from the hotel started to talk to us
I could feel the sweaty nervousness from the  

palms of Eimee’s hands
I introduced Eimee right away

“I am delighted to introduce to you
My dear angelic friend, Eimee”

And then Eimee continued with a smile,
“My name is Eimee, nice to meet you.”

I knew she was a girl with grace

PART 2 
ANOTHER SIDE OF EIMEE
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It was not long before Eimee became a big hit at the hotel
The hotel man showed her around

And she got to enjoy a special, delicious meal
But I think I should have stuck to Indian cuisine

I wanted to show off and take her to a French restaurant
But she struggled without knowing the proper way to eat

The mussel shell flew over to the table next to us
Landing on the head of a gentleman whose hair was thinning

Giving him a decoration not unlike a bow
We found ourselves laughing before we could apologize

But everyone including that gentleman was laughing by then
The people dining there were all laughing

I had never seen you laughing like that before, Eimee

After our lively meal came to an end
And on our way to the zoo across from the hotel

Eimee grabbed a leaf from a branch of a  
tree growing by the street

And drew a homemade 100 rupee bill
And shyly handed it to me

I don’t know if that was supposed to be a tip
Or something to say thanks for the dress or the meal

But that handmade bill made by this lovely child
Was a genuine, elegant gift

And then on the way home after the zoo
I walked along carrying the tired Eimee on my back

She asked me, while holding me tight
“I would always look out the window of the orphanage

But the people who passed by would  
look at us like we were dirty
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Eiko, why are you so nice to me?”

I replied,
“It’s only natural, as a fellow human being, 

to be nice to you
The people who look at you with scorn

Are nothing more than intelligent monkeys
We are supposed to help each other out

I’m sure God didn’t intend for things to work out this way”

Eimee then mumbled sadly
“It feels so warm. I wish time could stop right now

If I could have one more wish
Will you write about me in a book?

That way I will not be forgotten
And I can travel all around the world”

Eimee, you must have known it
That your time left on earth was limited

The reason I carried you on my back
Was that I did not want you to see

The tears about to flood out of my eyes

I felt despair at my own helplessness
Eimee was plagued with an incurable illness

I walked along, feeling her warmth on my back,
Imagining how I might create more  

memorable experiences with her
But this turned out to be the last pleasurable memory 

between Eimee and myself
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A few months after I returned to Japan
I heard from the director of the orphanage
That Eimee’s condition was not very good

I hurried to get myself to Kolkata

Eimee lay thin and small,
Asleep in her bed.

I took her into my arms and told her,
“I’m back, like I promised”

“I was waiting for you, I knew you would come back.
I want to put on that white dress again

And hear stories about the snow,”
She begged

Eimee, when I was six years old,
Just like you at the time that we met

The fierce wind outside banged on the window 
and called to me

And afterwards the fresh snow after the storm
Was shimmering in the moonlight

Sparkling in a shiny blue color
I had never seen anything so mysterious before

And somehow I could see illusions of  
wind and snow that would follow

PART 3  
DEPARTING FOR THE SILVER WORLD
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Suddenly the wind grew strong
I held my breath

The powdery, shimmery snow on the ground’s surface danced 
up into the sky

Like a horse heading for the heavens
It created the form of Pegasus

And flew away far and high up into the great big sky

Eimee, it has come to fetch you
Do you see that shiny silver Pegasus of snow?

This is my final, sad farewell to you
That silver world of snow you dreamed about

That Pegasus I saw in my childhood
I know now that it was for you

So climb onto that horse
Forget the sorrows of having been born to this world

You can feel everything, see across everything
I won’t say goodbye

Because you have such a happy smile on your face

“Eiko, my only family
I hated the name I had been given

They gave it to me as if it was a number
But now I have a name that Eiko gave me

I will carry them all away
All the sorrows that Eiko has carried

So that Eiko can be happy from now on
My name is Eimee

Thank you, Mommy”
And then in my arms

Eimee disappeared, like the snow
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My dear beloved angel, my dear beloved daughter
The only person I was able to confide my sorrows in

My dear, beloved, true friend
Let’s meet again somewhere else

But there’s no need for you to return  
to a world such as this

After I fulfill my great promise to you
I will come to see you

And we can talk again then
About how this world truly should be

Eimee, I will tell you this
No matter how long we live

It’s meaningless if we don’t see the  
value of having been given life

People’s hearts are always fickle, changing like the seasons
Even if I lighten their load

After some time passes, I am forgotten about
And yet there are people who need me

So my work is not yet finished.

When the breeze through the buildings 
sounds a joyful rhythm

And the faint sounds of desire crawling about the  
ground can be freely recognized

And all the ugly noises of the world sound pleasant
Then I will sound my victory bell high into the air

It is the sound of kind, gentle truth
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In a sad lonely evening, when unspeakable sorrow
Creaks around the depths of memory

If you hear a tapping at the window of your heart
Be brave, and open that window

There might be a hidden, true friend
Waiting for you there

Her name is Eimee
That is the name that I gave her










